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福井市の今日の都市構造を規定している最も大きな要素は，戦災・震災による全市的な壊滅と，そ
の後の区画整理および街路整備を中心とする都市計画に従った復興である。福井市が不死鳥(フェニ
ックス)をシンボルとするのは，この壊滅からの再生に由来する。戦後の都市づくりは，福井藩城下
町の面影を一掃し，近代合理主義的な都市空間を創造しようとするものであった。その結果，かつて
の商業中心であった旧町屋敷地区の相対的地盤沈下とともに駅前地区へ中枢機能が集積するという構
造的変化と自動車交通に依拠した施設配置というこつの特徴が明確になった。
1 .城下町の面影を残す町並み
藩政時代の福井城下では，外濠の西外側に沿って北陸道が北上し，この街道沿いの町屋敷地区に，かみごふくまち しもどふくまち
上呉服町通り，下呉服町通りといった商店街が形成され，福井の経済の中心となっていた。一方，武
家屋敷地区は外壕で区切られた様の内側に配置きれ，おおむね本丸西部は高級武士の住区に，東部の
低湿な区域は下級武士の住区になっていた。こうした城下町の構造は，藩政時代を通じて維持きれ，
かぎ型や丁字路など城下町特有の街路もあった。
明治以降も，福井の町並みはおおむね城下町の形態を踏襲していた。ただし，幕藩体制の崩壊と共
に，武士階級が急速に没落し武家屋敷地区も荒廃したのに対し，北陸道沿いの商店街は社会情勢の大
転換にもめげず繁栄を続けていた。
図 1 は， 1909年(明治42年)当時の福井市の様子を示す地形図である。当時の行政域は， 1889年(明
治22年)市制施行時と同じである。 1916年(明治29年)に北陸線が開通し福井駅も開業したが，駅前ひやっけんぽりには旧福井城城郭の南東辺を限る百間堀が残きれており，発展が阻害されていた。県庁は現在の西武
百貨店の西側付近に，市役所は現在の桜橋のたもとにあった。桜橋から北上する道路は外壕に沿った
はなんどう通りで，東の旧武家屋敷地区と西の旧町屋敷地区を隔てている。また，北陸道は，花堂・赤坂付近かあすわやま っくも 11 l-ら市街地に入る。そこから足羽山東麓をたどり，九十九橋を渡って市街地中心部を通過し， 10回以上い〈ひき ふなぱし
屈曲しながら幾久・舟橋方面へとのびている。
明治末から昭和初期にかけて，福井市街地でも大きな構造の変化があった。まず，絹織物産業の発
きかえかみ展とともに，かつての高級武士の住区(佐佐枚上町・問中町)には， 1894年(明治27年)に生糸取引
所， 1937年(昭和12年)に人絹取引所が設置され， 全国屈指の繊維取引業務地区となった。羽二重生
産を中心とする機業場は，福井市内では，かつての下級武士の住区にあたる駅東に集積した。また，
1923年(大正12年) ，県庁と議事堂が域内本丸跡へ移転きれ，旧城祉地区は，市庁舎，市警，中央郵便
局および各種の金融機関を有する公官庁地区となった。 1927年(昭和 2 年)に行われた百間堀の埋め
立も，官庁の集中を促進した。
大正から昭和初期にかけては交通網の発達がめざましかった時期でもある。 1918年(大正 7 年)に
あわら越前電気鉄道の新福井 大野聞が開通， 1929年(昭和 4 年)には三国芦原電鉄の福井口一三国聞が開
通，同年 9 月，両線は福井駅に乗り入れた。さらに1925年(大正14年) ，福武電気鉄道の福井ニ新一武生
聞が開通し， 1933年(昭和 8 年)には福井駅前まで延長した。なお， 北陸線の支線越美北線は，第二
かどはら次世界大戦中，建設工事が中断したが，戦後再聞きれ， 1960年(昭和35年)に福井一勝原， 1972年(昭
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図 2 平成 2 年修正の 5 万分の|地形図「福井J (国土地理院)
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和47年)に勝原一九頭竜湖が開通した。また，北陸道は ， 花堂から幸橋を渡って市街中心部に入るよ
うに改修きれ， 直線化きれるなど， 主要道路の改良が進んだ。こう した鉄道，郊外電車の発達によ っ
て，駅前商業地区の性格が明確化する。ここ は， 明治期には公官庁や公共施設が配置きれていたが，
電車網の完成に伴う煩雑きを避けて公共施設が転出 し， その跡地に， 百貨店， ホテル， 観劇場などが
進出 していった。この結果，かつて福井の経済中心であった呉服町などの商店街の地位が， 次第に下
カfることにもなった。
1889年(明治22年)の市制施行以来，明治 ・ 大正期には， 市域の変更はなかった。 しかし，昭和に
入ると 1971年(昭和46年)の足羽町の編入まで，たびたび合併を繰り返し，市域面積は大幅に増加し
た。 人口も 1987年(昭和62年)には25万人を超えた。
2. 河川改修を中心とする郊外地区の変化
あすわがわ
明治期末の市街地周辺部の土地利用を見ると(図 1 ) ，河川の蛇行と水田の卓越が目立つ。 足羽川以
南東部の水団地帯は， 道路や畦畔の形状などから伺えるように，古代には条里地割が施行され，東大
く そ !! えんざんにし なかふ口し ま
寺荘園糞置荘のあったところである。 北東部では固山西村から中藤島村にかけて，東西方向の広葉樹
の縦列が幾本も認められるが，これは収穫した稲の干し場(ハサ場)に利用きれたハンの木の列であ
ひの が わ ちもり
る 。 足羽川 と日野川の合流点付近の両河川 に挟まれた一帯は，東大寺荘園道守荘の置かれたところと
きつねがわ
されている。両河川 ならびに ， 足羽川に南から流入する小河川 (狐 J 11 ) に沿った自然堤防上には畑が
広がっている。日野川の自然堤防上には桑畑が多い。
おおわたりこわたり が もう あ ご
足羽川 と日野川の合流点付近の大渡・小渡は，越前海岸へのびる蒲生街道を福井城下に連絡する安居
みずこし おお せ
の渡であった。また水越から大瀬にかけて日野川へ向かう二列の堤防は，足羽川 の放水路であるが，
きつねぐち
現在はこれが本流となり，水越から狐口までは埋め立てられて住宅地と変わっ ている 。 また，そのや
や上流にある蛇行部分は，短絡水路でつながれ，かつて湾曲流路で固まれていた部分には，競輪場ゃ
あそうずがわ晶さむっ とうぱた住宅地が建設きれた。 氾濫の多か っ た浅水J1 (現朝六川)では， 1924年(大正13年) ，上流の下河端から
みおのし ゆっ き 〈
鯖江台地を横切り， 三尾野出作へと結ぶ人工水路が開削きれ，これが浅水川本流となった。 足羽川で
あ かり
は，昭和初期，西明里て噺流路を開削 して足羽橋が架けられ，足羽山北麓に向かつ て大きく湾曲して
いた流路の改修が行われた(写真 1 ， 2) 。
現在の地形図(図 2 )を見ると ， 全般的に河川の屈曲が減り，流路がなめらかになっ ている。護岸
工事も十分に施きれ，水防がよく考慮されている 。 1909年(明治42年)には， 足羽川 だけでなく日野川
も著しく蛇行 している 。 大雨の度に洪水が発生したであろうと推測される 。 道路網や用排水路もほぼ
直線的に整備されている。狐橋から下流の現狐川 は足羽川の直繰化により足羽川 としては不要になっ
た旧足羽川である(写真 3 ) 。
あ わ ら た わ らまち道路では，特に変化が目立つのは芦原街道である 。 明治42年には，福井の街は田原町までであり，
その北部は湿団地帯となっ ていた。 その聞を芦原街道が蛇行しながら北上していた。 鉄道や道路網の
発達や郊外地区での宅地開発や諸施設の立地も顕著である 。 この百年の郊外地区における変化の特徴
を，直線化と新規施設の配置と 表現できょう。
3. 戦災 と震災か らの復興
城下町の町並みを踏襲した福井市街を一変させたのは，空襲と福井地震とであっ た 。 1945年(昭和
20年) 7 月， B29の空襲を受け，福井市の市街地の95%は破壊きれ，一夜にして焼け野原とな っ た。
復興事業に着手したとたん， 1948年(昭和23年) 6 月，今度は， 大震災に見舞われ， ふたたぴ焼け野
原にな っ た。市内の死者は約千人，負傷者は約 1 万人， 震災前の戸数の約 9 割が被災した。 1995年(平
成 7 年) 1 月の阪神淡路大震災の発生まで，福井地震は ， 戦後の日本て最大規模の地震被害をもたら
した災害であった。 こうした不幸にもめげず，「転禍為福」を合い言葉に，思い切 っ た都市計画事業や
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農地地盤整備事業が実施きれ，市街地整備や農地改良が急速に進められた。広い道路，多種類の街路
樹，全市に行き渡る下水道，小公園の多数創設など，都市環境では全国有数の地位を誇る都市へと変
わった。最大の繁栄区は駅前のブロックで，官庁・商店・交通機関などをここに集中して都心の機能
を果たしている。
震災は不幸な出来事ではあったが，一面でゆ，既成市街地の大半部分の倒壊 ・ 焼失は，遅れていた
戦災復興事業を一気に完成させる絶好の機会をもたらした。福井震災に際し，多数の死傷者と焼失家
屋が出た大きな原因として，街路狭小と都市的体制の不備とが指摘きれたこともあって，区画整理事
業への反対運動は終止符を打ち，福井市および周辺 6 町村は全国初の 5 ヶ年計画の都市計画実施地域
に組み入れられた。都市計画事業自体は， 1969年(昭和44年)に完成した。 現在の都市構造はおおむ
ねこの時の都市計画にしたがっている。
震災前には，福井県の道路は日本一悪いといっ評判が立って、いたが，震災を機会に，道路改良が促
進きれた。この一環として国道12号線(現県道鯖江丸岡線)の拡幅と直線化が図られた。福井市内で
は，国道以外の主要道路も拡幅し， 11mを主幹とする計画が立てられた。幅員44mの道路(駅前大通り)
や36m道路(本町通仏大名町通り)も出現した。
4. 近代的な都市へ ~ '.? - . 
昭和30年代における人口の都市集中，経済の高度成長に伴う各種機業の発展につれ，市街地周辺部
における宅地需要が高まり，市街地が無秩序に拡大するスプロール現象が発生し始めた。 1957年(昭
和32年) ，福井市は，市街化の最も著しい北部地域の約128haで宅地造成区画整理事業に着手した。こ
れに続いて，市の北部から西部にかけての一帯でも，組合施行あるいは市施行による土地区画事業が
進展した。きらに南部地域でも， 1970年(昭和45年)以降，民間企業による宅地開発が盛んに行われた。
といやまた， 1972年(昭和47年)には国道 8 号線の東に問屋団地(問屋 1-4 丁目) ‘ が， 1974年(昭和49おおわだちょう年)には北部に中央卸売市場(大和田町)が開設きれるなど，工場や諸施設の旧市街からの北部・東
部・南部郊外への移転・進出が相次いだ。とりわけ福井市東郊では，流通施設の集積が進んでいる 。
この大きな要因は，道路交通網の整備である。国道 8 号線が市街地中央部を縦貫するようになり，福
井駅前にはメインストリートが建設きれた。その後，国道 8 号線の混雑解消ど中心部に集中する交通
の分散を目的に外環状線(現国道 8 号線)と西環状線，また足羽川の右岸を走る旧158号線(美濃街道)
にかわる現158号線などが建設きれ，鉄道踏切の立体交差化も進められた。 1980年 (昭和55年)には北
陸自動車道が全線開通し福井・福井北の二つのインターチェンジが設けられ，京阪神・中京方面へ
の時間距離が著しく短縮きれた。
自動車交通の発達により，郊外型大型店舗を核とする商業・サービス施設の立地が進んだ。二の宮
2 丁目や花堂南 2 丁目に郊外型大型ショッピングセンターが開業したのをはじめ，駐車場を備えた大
型専門店の環状線沿いへの進出が顕著で，駅前商業地区の相対的な地盤沈下が問題化してきている。
明治期から眺めると，商業地区の重心は，旧北陸道の呉服町付近から福井駅前へ，さらに郊外地区へ
と移動しつつある 。
また，南西郊外域では， 1968年 (昭和43年)の福井国体の主会場として建設された運動公園をはじ
め，足羽山公園・西墓地公園などの整備も進んでいる。
福井市では，市域の広大きに比べ市街化区域が狭< ，福井都市圏における郊外住宅地の拡大は，橿
井市内の郊外地帯を超えて，周辺市町村に飛び火している。また，完成時には，極めて先進的と評価
の高かった戦後の都市づくりていはあったが，昨今の自動車交通の急激な発達や現代的な都市機能の革
新には対応しきれなくなっている。一方，固有の文化や歴史遺産，ゆとりある豊かな生活空間などが
見直きれるようになったこともあり， 1996年(平成 8 年)から既成市街地の中心部では，「歴史のみち」
整備事業が始められたところである。こ うした時代の変化の中で，福井市は，新たな変貌の段階に入
りつつある 。
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同』戸 旧河道
ーー~ 現河道
現河道は平成2年の地形図に表さ
れた河川・水路である.なおI I日
前道の位置には測量誤差や地図の
不正確さによるずれが含まれている。
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図 3 新旧河道の対照図
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5. ちょっと待て
明治42年測図の地形図と現今の地形図を比較すると，結論的には，福井市街地の膨張，都市構造の
近代化，および河川改修による蛇行河川の直線化が明瞭で、ある(図 3 )。こ れらの変化 (変更) は都市
の近代化に結びついたものである。しかし，その一方で、， 配慮を怠ってはならない部分もある 。
まず，福井の街について， 都市圏構造からみた変化を整理してみよう。近年の市街地拡大は， 自動
車交通の発達に支えられて，福井市内の郊外地区からさらに外側の周辺市町村で活発になってい る 。
その一方で都心地区の人口減少は続いている 。 こうした変化に伴っ て ， 通勤圏の拡大や職住分離がい
っそう明確になりつつある。朝夕の交通ラッシュといった日々繰り返される問題だけでなく ， 居住地
への愛着や住民同士の交流が希薄になるという生活意識の変化も生じている 。
戦後の都市計画の遂行によって達成されたものは，近代的合理的な街であ った。 福井駅前からメイ
ンストリートの眺めは，地方の都市ではどこでもよく見られる風景である。福井独特の構造や魅力に
あふれでいるとは言い難い。都市の近代化の「陰」には， 歴史的遺産の喪失や地域性の希薄化がある
ことを忘れてはならない。「どのような暮らし方や価値観を選択するか， 何をどの程度に我慢する
かJ，少し立ち止ま って考えてみることも大切で、はなかろうか。
次に ， 自然の改変は何をもたらしただろうか。本来， 山岳部を流れてきた河川は平野部に入ると，
急激に流速が遅くなり，蛇行を始める。そのため， 大雨の度に洪水を起こす。九頭竜川水系で、も同様
である 。 1881年(明治14年)， 1885年(同18年) ， 1888年(同21年) ， 1895年(同28年)， 1896年(同29
年)， 1899年(同32年)と 立て続けに現福井市付近は洪水に襲われた。 とくに 1895年と 1896年の足羽川
の堤防決壊による洪水は，図 l に示した足羽川の流域よりやや上流の一帯で大災害を引き起こした。
そのため1900年 (明治33年)から 1912年 (明治45年)にかけて改修工事が行われた。 明治42年測図の
地形図 (図 1 )から ， この時点にはすでに堤防などが構築きれていることが分かる。その後も ， 洪水
が起こ ったので，その防災や， あるいは福井市域の都市計画のために，河川流路の付け替えが大々的
に行われ，さらに， 堤防の嵩上げと増強，河川の直線化により，現今の河川環境になった。確かに洪
水に対する防災環境は整った。
河川 の直線化は，そこを流れる水流の速度を大きくする。そのため，河床浸食が活発になり，橋梁
などの基礎が浮き上がることになる 。 下流への土砂運搬量も増加し ， 同時に ， 上流側からの土砂排出
が増加する。この現象は，河川勾配，流速，土砂の供給運搬量の三つが平衡状態になるまで続く。今
後は土砂運搬の制御が必要になろう。
河川の流速の増加による側方浸食をくい止めるため， 多くの場所で， 堤防斜面のコンクリート化が
行われる 。 “蛍の宿は川端ゃなぎ…"，“小ブナ釣りし彼の川 …"が失われ，さらに，川で遊ぶ経験を持
たない子どもが増えていく。これからは「親水空間の確保」も河川改修の重要な目標のーっとなろう。
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